
子供たちが川の防災について学びます
～上越教育大学大学院 山縣教授による川の防災教育～
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高田河川国道事務所

【問合せ先】
国土交通省北陸地方整備局 高田河川国道事務所
〒９４３－０８４７ 上越市南新町３番５６号
建設専門官 山崎（内線４０９）

TEL ０２５－５２３－３１３６（事務所代表）
TEL ０２５－５２１－４５４０（調査第一課直通）
携帯 ０９０－４５３８－６１３２（雨天確認等はこちらにお問い合わせください）

第１回 テーマ『川の防災に関する基礎学習』
災害の種類、過去の水害、洪水が起こる理由、洪水の被害を防ぐ方法の紹介 等
日時：令和５年１０月４日（水） ２限 9:25～10:10 ３限 10:25～11:10
場所：春日新田小学校 教室

第２回 テーマ『川の防災に関する現地学習』
洪水時の危ない場所の確認と避難場所の説明、地元の７．１１水害体験者のお話 等
日時：令和５年１０月５日（木） ３限 10:25～11:10

（雨天時１０月１８日（水） ３限 10:25～11:10）
場所：春日新田小学校周辺（別紙）

第３回 テーマ『川の防災に関する自己学習』
通学路やその周辺の洪水時に危ない場所や避難場所をまとめる 等
日時：令和５年１０月１８日（水） ２限 9:25～10:10 ３限 10:25～11:10

（第２回雨天時は後日調整します）
場所：春日新田小学校 教室

第１回 第２回 第３回

高田平野の成立ちの説明 洪水時の危険な場所の説明 児童によるグループワーク

令和４年度の実施状況

関川流域を襲った７．１１水害から２８年、子供たちは、あの水害の恐ろしさを経験していません。

その一方で、近年、猛烈な雨が全国で頻発していることから、こうした水害に備えるためには、「川のことや、水害時の行
動などを学ぶ」とともに、「川に親しみ、川を常に気にかける」ことが大切です。

そこで、国土交通省高田河川国道事務所では、自然地理学が専門で防災教育にも詳しい上越教育大学大学院 山縣教
授の協力のもと、春日新田小学校４年生を対象に、下記のとおり３回にわたり出前講座「川の防災教育」を実施します。

第１回は、災害・防災に関する基礎学習、第２回は、学校周辺を散策しながら水害時の危険箇所を学んだり、７．１１水害
を体験した方からお話を伺います。第３回は１・２回で学んだ成果をまとめていただきます。



令和５年度 出前講座「川の防災教育」第２回 ルート

別紙


